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そ
ん
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
し
ば
し
ば
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
人
と
い
う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
警
戒
す
る
現
地
の
人
に

嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
避
け
ら
れ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
先
生
も

い
ま
し
た
。
実
際
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
駐

在
す
る
日
本
人
が
「
帰
れ
」
と
言
わ
れ

た
話
や
、
咳
を
し
た
ら
周
り
の
人
が
い

な
く
な
っ
た
話
を
聞
き
ま
し
た
。
シ
ョ

プ
ロ
ン
で
は
特
に
問
題
な
く
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
、
日
本
語
を
教
え
て

い
る
高
校
の
職
員
に
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
」
と
何
回
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
落
ち
着
き
、
日
本
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
も
他
の
国
々
も
元
の
日
常
に
戻
り

ま
す
よ
う
に
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
学
校

が
休
校
に
な
っ
た
り
、
日
用
品
が
品
薄

に
な
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
落
ち
着
か

な
い
日
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
安
に
な
り
、
砂
糖
や
小
麦
粉
な

ど
を
大
量
に
買
う
人
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
多
く
の
人
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず

過
ご
し
て
い
る
印
象
で
す
。

　

2
月
22
日
と
23
日
に
は
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
中
東
欧
日
本
語
教

育
研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
国
際

交
流
基
金
の
主
催
で
、
中
東
欧
地
域
で

日
本
語
教
育
に
携
わ
る
方
を
対
象
と
し

た
研
修
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日

本
語
教
育
を
つ
な
げ
る
」
で
し
た
。
伊

東
祐
郎
教
授
（
国
際
教
養
大
学
）
の
講

演
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
充
実
し
て

い
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
1
人
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
日
本
語
教
育
の
先
輩
方
と
、

普
段
の
授
業
の
こ
と
や
教
え
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
の
は
本
当
に
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

　

秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
10
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　
堀
川 

さ
ゆ
み
さ
ん
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中東欧日本語教育研修会にて

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

❖
運
動
期
間　

４
月
６
日
🈷
～
15
日
水

　

４
月
の
入
園
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
不
慣
れ
な
通
学
路
を
通
い
始
め
た

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
家
庭
で
再
確
認
し
、
事
故
に

遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
を
も
っ
た

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
10
日
金
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。

自
転
車
の
点
検
・
整
備
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
事
故
に
よ
り
、
数
千
万
円
以

上
の
損
害
賠
償
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
安
全
利
用
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
年
１
回
は
点
検
・
整
備
を
受

け
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
（
自
転
車
向
け
保

険
）
な
ど
の
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

春
に
な
り
、
自
転
車
の
利
用
が
増

え
る
４
月
か
ら
５
月
の
２
か
月
間
は
、

「
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
運
動
」
の

強
調
期
間
で
す
。

　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
た
め
、
次
の

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　　

飲
酒
運
転
や
二
人
乗
り
、
並
進
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の
ラ

イ
ト
点
灯
や
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止

と
安
全
確
認
な
ど
の
安
全
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班

☎ 

30
‐
０
２
２
４

ECO＆ LIFE

ECO

快
適
な
く
ら
し
の
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快
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な
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魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

鹿
角
発
！
世
界
で
信
頼
さ
れ
る
半
導
体
検
査
装
置

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  
い
い
ね
！

い
い
ね
！

　

わ
が
社
は
パ
ソ
コ
ン
や
自
動
車
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

半
導
体
の
作
動
確
認
を
行
う
、
世
界
で

も
数
少
な
い
検
査
装
置
メ
ー
カ
ー
で

す
。
主
に
自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に

使
う
「
パ
ワ
ー
半
導
体
」
の
検
査
装
置

を
作
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
要
望

や
半
導
体
開
発
の
発
展
に
合
わ
せ
、
装

置
の
研
究
か
ら
納
入
ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
生

ま
れ
た
キ
ャ
ッ
ツ
製
品
が
世
界
中
の
半

導
体
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

専
務
取
締
役
　
髙た

か
は
し橋 

史ふ
み
とさ

ん

　

電
気
や
電
子
の
技
術
者
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
装
置
制
御
の

技
術
者
や
設
計
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
よ
る

構
造
設
計
の
技
術
者
、
装
置
に
関
す
る

書
類
を
作
成
す
る
文
書
管
理
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
力
を
結
集
し
て
世

界
に
通
ず
る
キ
ャ
ッ
ツ
製
品
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
の
手
掛
け
た
製
品
を
私
た
ち
の

鹿
角
か
ら
世
界
へ
。
キ
ャ
ッ
ツ
は
時
代

の
先
を
共
に
走
る
仲
間
を
歓
迎
し
て
い

ま
す
。
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髙橋 史さん

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
ツ
電
子
設
計

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

集
落
支
援
員
活
動
事
業

　

集
落
支
援
員
は
、
自
治
会
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
の
「
状
況
調
査
」
を
行

い
、
調
査
結
果
を
基
に
自
治
会
の
現
状

や
課
題
、
将
来
の
自
治
会
像
な
ど
に
つ

い
て
の
「
話
し
合
い
」
と
「
活
性
化
活

動
」
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）

を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

活
用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
４
つ
の
自
治
会
が
集
落

支
援
員
活
動
事
業
と
市
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
八
幡
平

「
荒
町
自
治
会
」
の
活
動
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

取
組
内
容

　

荒
町
自
治
会
で
は
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
鹿
角

三
郷
士
の
一
人
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

き
た
「
野の

じ

り尻
左さ

き
ょ
う京

」
に
ま
つ
わ
る
調
査

や
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

自
治
会
員
が
市
内
外
に
足
を
運
び
調

査
し
た
結
果
を
基
に
、
荒
町
自
治
会
の

成
り
立
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
地

域
の
礎
を
築
い
た
野
尻
左
京
が
実
在
し

た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
功
績
を
周
知

す
る
た
め
、
案
内
看
板
を
設
置
す
る
と

と
も
に
左
京
に
由
来
の
あ
る
湧
き
水
の

周
辺
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
祭

り
で
は
、
新
た
に
制
作
し
た
左
京
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
絵
灯
ろ
う
を
展
示
し
て
自

治
会
員
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
を
再
発
見
し
活
用
し
た
取

り
組
み
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

力
再
生
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

荒
町
自
治
会
の
取
り
組
み

集落支援員活動事業報告

◉市役所

荒町自治会

36世帯

約110人
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湧き水の周辺整備の様子

絵灯ろう制作の様子


